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圧 11 _I
昭 和 34 年 度
1960年 3月
京都大学結核研究所職員及準職鼻
所 長 教 授 植 田 三 郎
協議員 教 授 山 本 俊 平
〝 教 授 背 柳 安 誠
〝 教 綬 三 林 隆 吉
〝 教 授 近 藤 損 失
〝 教 授 荒 木 千 里
〝 教 授 前 川 孫 二 郎
〝 教 授 後 藤 光 治
〝 教 授 錦 江 懐
〝 教 授 美 濃 口 玄
〝 教 托 浅 山 亮 二
〝 教 授 稲 川 務
N 教 接 福 田 正
〝 教 授 相 見 告一郎
〝 教 授 永 井 秀 夫
〝 教 綬 長 石 忠 三
〝 教 授 内 藤 式;'t -
〝 教 授 村 上 仁
〝 教 授 稲 本 晃
〝 教 侵 三 宅 儀
〝 教 授 辻 川 介
〝 教 授 脇 坂 行 -

























主任 教授(兼):内藤益一 助教授 :小林裕 助手:川田義男 ･寺村文男 副手 :福井斉 ･
木口尚好
(第2部 :理学的診療学部)
主任 教授 :辻用介 助教授 :安平公夫 講師(非常数):西岡藷 助手 :小原幸信 副手:
小松幹雄 ･上田千里 ･市田新路 ･由本仲 ･口中久勝 ･岡田長保 ･榎本貴志堆
(第3部 :化学療法富B)
三日工 教授 :内藤益一 助教授 :前川暢夫 助手:吉田敏郎･津久問俊次 副手 :中西通泰 ･
松島留蔵 ･川合満 ･河野博臣 ･活水明 ･吉原宣方 ･中井準 ･井本析平 介補 :近藤辿夫 ･岡
村景隆 ･藤井義明 ･松田好和 ･河田利延 ･山下直二郎
附- 21
(第4部 :外科療法部)
j:.任 教授 :長石忠三 助教授 :寺松孝 講師 :佐川弥之助 講師(非常助):渡辺照 助手 :
同比1慶夫 副手:r回寸健 ･岩田明 ･加藤幹夫 ･山崎昇 ･木下修二郎 ･大道重夫 ･小笠原久三
石河重利 ･矢崎次郎 ･大橋啓吾 ･.冊FTI潮 介補:大久保律子 ･山田博一 ･村井守 ･久保泰造 ･
井上スミ 研修員 :吉田要 ･大塚弘一 ･馬渡誠
(第5部 :病態生理学部)
∴日工 教授(莱):辻川介 助教授 :大島駿作 講師(非常艶):渡辺燕 助手 :川田典徳 副手
熊代朗 J'-･池上達也 ･浅rTT.I,JlDJ･藤rJltIE.T･･←l.PJ道郎 介捕 :小林長姉 ･町田正治 ･儀閑養成
(第6部 :病理学部)
主任 教授 :高松英姉 講師:水谷昭 助手:束日出夫 技冒 :大槻実 副手 :桜井宏皆 ･竹
内邦良 ･進藤備呂 介補 :中村栄二
(第7割 :細菌血清学芸B)
主任 教授 :植田三郎 助教授 :上坂一郎 助手 :白石正雄 ･大岩弘治 技十.I:和久閏悦子
副手:岡田博･伊藤義昭 ･土井不昭(三･大平実 ･亡国寸加代子 ･神田杵子
(併 任)
教授 帯 柳 安 誠 (京都大学医学部外科学教圭節2講座)
〝 近 藤 鋭 夫 (京都大学医学部幣形外科学教室)
p rLJ 本 俊 幸 (京都大学医学那長,皮膚病学厳-ri.rJ'.=学教圭)
〝 永 井 秀 夫 (京都大学医学部小児科学教主)
(事務部)
串務長 :竹上治夫 庶務掛長 :尾上代JI'=,k 緒王朝l･ト長 :西村利雄 収入班長 :北川治康 患者相
良 :鈴庄清二 ILJi二務官 :松木l:.･内藤俊弥 ･広瀬了乎 ･中村彦次郎 ･近藤英子･前田久男 ･宇
野初枝 ･中 嶋婦ミ･白井キヌ
(診療郭)
基局主任 :小野水質治 抜目 :壷見漕千 ･八木充子 レントゲン室主任 :浜川純一 技官 :欄
間信良 総婦長 :清水スヱヲ 看護婦長 :細川ミツヱ ･安井八重子 主任看護婦 :中根文子 ･
信重安子 技官 :古府静江 ･西川澄子 ･岩永千代子 ･高市政子
業 績 目 線







5)杉山茂 ･河村鉄三 ･福井斉 :小児肺結核腫,同上 (34.4.7)







10)寺村文男 :小児の組織内生物学的活性 INH濃度,第13回近畿小児結核研究会 (34.12.19)
ll)小林裕 :ツベルリクン反応の判定時間について,昭和34年度京都大学結核研究所学術講演会 (34.12.26)
12)川田義男 :二,三のINH誘導体について,同上
【雑 誌 発 表 コ
1)江見勇,川田義男,張良治,木口尚好,寺村文男 :いわゆる虚弱児童の成因に関する一考察,京大結研紀要
7(2), (昭34)




4)張良治 :組織培養法による HeLa細胞内結核菌におよばす抗結核剤の効果に関する研究(第 1-第2篇)
同誌7(3),増刊第3号(昭34).(第3-第4第)同誌8(2),増刊号 (昭34年)
5)寺村文男 :小児の組織内活性 INH濃度に関する研究 (第 1-第4篇)同誌8(2), (昭34う




8)木口尚好 :実験的結核症に対する Pyrazinamideの効果,同誌同号 (昭34)
9)木口尚好 :実験的結核症における抗結核剤の効果に関する研究,同誌同号 (昭34)
10)木口尚好,福井斉 :小児における非結核牲気管支拡張症の統計的観察,同誌同号 (昭34〕


























2)羽田淳 :各種結核病型とリンパ腺結核病巣の病理学的性状の関連性について (第 1-第3編)神戸医科大学
紀要,第14巻,第4号 (1958)
3)小松幹雄:気管支造影間接立体撮影について,京都大学結核研究所紀要,第7巻,第3号 (1959〕
4)岡武雄 :結核性膿胸の保存的療法の研究, (第 1-第2薦)京都大学結核研究所紀要,第7巻,第3号増刊
第 Ⅰ号 (1959)

























18)田中久勝 :脂肪血症を有する動物体液の結核抵抗性に関する研究 (第 1-第2篇)京都大学結核研究所紀
要,第8巷,第1号,増刊第I]号 (1959)
19)安平公夫他,編集 :阿南功一他 :医学領域における生化学実験法,医学書院,東京 (1959)



































22)前川暢夫 :共同研究 ｢重症肺核結治療｣第8回共済医学会総回 (34.10.27)












30)吉田敏郎 :INHに対する Sulfisoxazole併用効果の機転,京大結研学術講演会 〔39.12.26)
31)内藤益- (同会),前川暢夫 (話題提供):討議 ｢今日の問題 =ー肺結核治療の焦点,同上 (同上)










5)神尾彰 :各種結核化学療法剤の他剤耐性菌に対する静菌作用 (第 1-第4編)京大結研紀要,第7巻第2号
増刊号 (34.3)
6)神尾彰 :抗核結剤の inVitroScreeningTestに於ける SM, FAS, INAH 3者耐性菌の応用,
同上 (同上)
7)浜田浩司 :結核マウスの生存日数を指標とせる化学療法剤の効果 (第 1-第5編)同上 (同上)
8)辻野博之 :INH, INH 誘導体及び之を中心とする併用療法に就いてのマウスの治療実験 (第 1-第4
霜)同上 (同上)
9)吉村百助:∫NHに対する Sulfisoxazole並びに Pyrazinamideの試験管内効果の検討 (第 1-第6編)
同上 (同上)
10)国枝義治 :薬剤併用の結核菌耐性発見に及ぼす影響に関する研究 (第 4編)京大轄研紀要. 鐸7巻第3号
(34.3)
ll)蓑谷健比古,近藤辿夫 :INH及びIHMSに対する Sulfisoxazole及び Sulfisomidine の併用が晦涙
の前眼部結核症に及ぼす効果,同上 (同上)
12)浜口精一 :結核化学療法に於けるINH及びその誘導体に対する Sulfisomidineの併用効果に関する基礎
的並びに臨床的研究 (第 1-第4編)京大結研紀要,第7巻第3号増刊第 1号 (34.3)
13)神田瑞雄 :培地置換培養法による諸種結核化学療法剤の静菌作用の検索 (第 1-第5霜)同上 (同上)
14)近藤廼夫:結核化学療法における各種併用療法の施行慣序による効果の比較に関する実験的研究 (第 1-罪
4編)同上 (同上)
15)松田好和 ･'海沢の結核性皮膚潰巌を対象とする化学療法実験 (算1-第5編)同上 (同上)
16)岡村景隆 ･'海沢実験による新結核化学治療剤の探究,(第 1-第3編),同上 (同上)
17)岡村景隆 :海摂前眼部結核症を対象とせるIHMS･PZA併用実験,同上 (同上)


















29)井本伍平 :血液培地による核結菌のスライド培養法の考案並びにその応用,(第 1-第4編)同上 (同上)
附- 7-
30)井本机平 :人休に投与された Kanamycin の血液中静菌力の消長に於ける血液培地の応用,同上 L'hlq上)
31)恒村俊郎 :結核新化学治療剤投与時の血中静菌力の消長,(第1-算5編二,同上 (同上)
32)桓村俊郎 :Acridinorange加培地に発育した人 型結核菌の Silicone-SlideCultureMethod(SSC)に
よる生態観察について,同上 (同上)











































































3)舞鶴- :肺結核に対する人工気腹術の再検討,特にその治療効果及び作用機械に就いて (第 1-第4第)戻
大結研紀要,7巻,3号,増刊 1号 (34.3)
4)近石登 :肺結核外科に於ける左右別呼吸機能及びこれに及ぼす肺結核外科的療法の影響 (第 1-第 3篇､)同
上 (同上)
5)永井純太 :要切除肺結核病巣の最小限界に関する研究 (第 1-第2第)同上 (同上)
6)豊城倍雄 :胸成術及び骨膜外充填術の実験的比較究研,同上 (同上1
7)山田博一 :小児肺結核に対する肺切除術の検討 (第 1-第2篇)同上 (同上)
8)柳原正典 :肺胸膜の構造に関する組織学的並びに病理組織学的研究,同上 (同上)
附1 9-
9)岩田明 ･肺水分量の変動を中心とした急性肺水陸の実験的研究 (第 1-'ijriL2篇〕同上 こ同上ノ
10)吉栖正之 :肺結核外科に於ける気管支造影法の臨床的研究 〔第1-/節-3篇)同上 (同上〕
ll)井上スミ:各種実験動物肺における気管支勤静脈の研究,特に肺動lE酬 たとの相互.関係について 〔第1-第3
篇)同上 (同上)
12)加藤幹夫 :循環動態に及ぼす輸血の影響に関する実験的研究, (第 1-第2篇〕京大姑研紀要.7/L;,3号
増刊Ⅲ号 (同上〕
13)高田範夫 :結核菌の薬剤耐性に闇する臨床的並びに実験的研究 (第 1-第 3篇) に乳上 (同上〕
14)岩井和弘 :核結作肺病巣の脂質に関する組織化学的研究,特に病巣の乾酪化機転に闇通 して(第 1-第2篇)
同上 (同上)
15)高橋潮:結核肺に於ける血管系の痛理組織学的研究,特に気管支動静脈系の態度に就いて,同上 (同上〕
16)真鍋貴 :肺結核患者の呼吸機能に関する病態生理学的研究 (第 1-'h-3篇〕同上 (1司上〕
17)渡辺謙治 :肺血管末梢部の顕微鏡的生体観察 (第 1-算2篇)同上 (同上〕
18)大橋啓吾 :中･高年者肺結核に対する肺切除術の研究 (第 1-第2篇)同上 し､｢司上ノ
19)岡本博史 :肺結核に合併する気随嚢胞の病理組織学的研究,同上 ･こ同上)
20)久保泰造 :肺結核病巣内の多糖蜘 こ就いての組織化学的研究 (第 1-第2篇〕･同上 (上吊)
21)大家隆金 :肺結核に於ける撒布源と撒布病巣との相関関係に就いての臨床的観察 (第 1-第2篇)同上 口■]
上1
22)再木幸平 :肺核紬 古巣の乾酪化並びに吸収搬痕化に関する研究 (節1-第3篇)同上 ,'rlI:j上〕
23)西内巌 :肺の細葉並びに細葉件乾酪性病渠の形態学的究研,京大結研紀要,7巷,3号,増刊I号 (同上〕
24)村井守 :心肺機能に及ぼす骨膜外ポリどこ-ルホルマール充填術の影響 (第1-第3篇1同上 (同上1
25)外村聖- :肺結核外科における心臓肺血管造影法の応用に関する研究 (第 1-第 3篇)同上 ぐ同上)
26)矢崎次郎 :肺結核外科に於ける選択的肺血管造影法の研究 (第 1-第5篇)同上 (同上)
27)石河重利 :肺胞壁の被覆組織並びに所謂塵填細胞に関する電子顕微鏡的研究 (第 1-第 3篇)同上 (同上)
28)辻川春季 :気管支拡張合併肺結核症の臨床的並びに基礎的研究 (第1-第2篇)同上 (同上)
29)常盤太助 :肺結核化学療法の効果に関する臨床的並びに病理組織学的研究,特に乾酪件痛渠の吸収触痕化を
目標とした INH初回単独投与法の検討 (第 1-第2第)京大結研紀要,8巻, l号 (34.4､)
30)栗林弘栄 :肺血管床の予備能力に関する臨珠的並びに実験的研究 (第 1-第2篇)京大結研紀要,8巷, 1
号,増刊Ⅰ号 (34.5)
31)市川英一 :肺結核小撒布巣に対する化学療法の効果に関するⅩ線学的並びに病理組織学的研究 (第 1-第2
篇)同上 (同上1
32)小西俊彦 :結核廿肺空洞及び限局性乾酪作 柄 渠 に 対する抗結核剤の 影響に関する実験的研究 〔前～ 後篇/)
同上 (同上1
33)大久保佳子 :薬剤耐性結核菌の毒力に関する研究 (第 1-第4篇二 同上 し同上〕




関するX線学的研究 (第 1-2篇〕同上 し同上)
37)豊永吉次郎 :肺結核外科に於ける心電図の研究 (第 1-籍7第)同上 (同上1
38)市川季男 :肺結核に対するINH及びPZA併用療法の実験的並びに臨床的研究,京大結研紀要,8巷, 1
号,増刊Ⅲ号 (34.6)
39)大塚弘一 :閉鎖性無気肺症の形態学的研究 (第 1-2第〕同上 二同上〕
40〕小笠原久三 :血液諸成分,特に蛋白分割及び血清 Na,Kに及ぼす輸血又は出血の影響 (第 1-第 3篇)同
上 (同上)
41)荒川三郎 :肺外科領域に於ける急性肺水陸の発生機転に関する実験的研究 (第 1-第 3篇〕同上 (同上)
附- 10-
42)鹿島栄造 :肺核結患者の換気機能に関する研究,特に換気機能に及ぼす肺結核外科的療法の影響を中心とし
て (第 1-第 3篇)同上 (同上)




45)石原弘毅 :胸部X線拡大撮影法及び近接撮影法に関する実験的並びに 臨床的研究, (第 1-第 3篇) 同上
(同上)
46)石原弘毅 :胸部X線拡大撮影法及び近接撮影法に関する実験的並びに臨床的研究 (ー第 1-第3篇)同上 (同
上)
47)中州信郎 :肺結核外科に於ける人為的低血圧麻酔に関する研究 (第 Ⅰ-第Ⅱ篇)同上 (同上)






【単 行 本 】
1)長石忠三校閲,中村健著 :肺機能とその検査法,医学書院,(35.ll.30).









5)辻周介,中島遺郎 :家兎各種臓器低分子成分の抗結核菌性因子について,第19回日本結核病学会 近 畿 地 方
会,(昭34.5).
6)町田正治 :人血活の結核菌発育に及ぼす影響,第19回日本結核病学会近畿地方会,(昭34･5).















15)池上達也,井上乾三 :大量輸血時に於ける血活 Ca イオン濃度測定のための Nomogram について,第3
回近畿輸血学会,(昭34.10).
16)辻問介 :結核免疫の本態に関する二 ･三の知見,昭和34年度京大結研学術講演会,(昭34.12)
【雑 誌 発 表 】
1)A.Takeoka:Studyonthesignificanceofserumproteinintuberculousimmunity(ReportnD
Effectofserum and serum proteinfractionscollected from rabbitssensitized witheither
bovineserum oftyphoidvaccineonthegrowthoftuberclefacilliinvitro,Jop.g.Tuberc.
6(3),127,1958.




4)町田正治 :血清の結核菌発育に及ぼす影響に関する研究 (第 1篇1血清高分子成分の結核菌発育に及ぼす影
響,京大結研紀要,7(3増Ⅲ),〔昭34.3).













ll)MikioKomatsu,FuminoriKawata,ShusukeTsuji:Increased Resistanceto Tuberculosis in
MicesensitizedwithNon-SpecificAntigen,ActaTuberc.丁ap.,9,1(1959)
12)TakaakiAsada:ExperimentalStudiesontheLocalPassiueTransferofTuberculin Hypers-
sensitivity.Report I.Tuberculinhypersensitivity induced by intracutaneousinjectionof






14)儀問養成 :結核感染に対する実験的糖尿病家兎の抵抗力に関する基礎的研究(第 1-第 3篇)京大結研紀要,
8(1増Ⅲ),(昭34.6).
15)小林辰雛 :結核に対する臓器感受性に関する基礎的研究 し第2-第 3篇二,京大結研紀要,8 (1増Ⅲ),(昭
34.6).
16)町田fl:.治 :血清の結核菌発育に及ぼす影響に関する研究 (第2-第 3篇)京大結研紀要,8 (1増Ⅲ),(昭
34.6).
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22)川田典徳 :アレルギ-抗体の Zoneelectrophoresisによる分析 (第 1-第2篇)-京大結研紀要, 8(2),
(昭34.7).
23)川田典徳 :結核免疫に於ける血中抗体の役割 (第1-第2篇)京大結研紀要,8〔2),(昭34.7).





⊂第6部コ 病 理 学 部 (主任教授高松英雄)













4)水谷昭 :脱水素酵素の組織化学的研究 Ⅰ所謂内元性脱水素酵素反応の本質について Ⅲ 乳酸及び林檎酸脱
水素酵素系の組織化学的研究,京大結研紀要,8,2,1959
5)高松英雄 :癌の組織化学,日本の医学の1959年 (第15回日本医学会総会学術集会記録)第Ⅲ巻22-25
⊂第 7部コ 細 菌 血 清 学 部 (主任教授植田三郎)
⊂学 会 発 表 】










(-I)SM,INHに対する抵抗 性 と耐性の出現,結核,34巻12号 (34.12)
(5)ミコバクテリウム薗液中の自然抵抗廿の強い菌体のSM,INHに対する抵抗性及びそのような菌体に於
ける耐性の出現,結核,35巻 1号(35.1)
人 事 異 動
〔第 1部〕
助手 小林裕 :助教授に昇任 (昭34.8.1)
副手 江見勇,加藤豊子,竹内土佐男,阪田寛彦 :退職 (昭34.3.31)
〔第2部〕
.i都市(非常勤)西岡藷 :任期終了 (昭34.3.31)再び講師 (非常数)に採用 (昭34.ll.1)
副手 浅野修 :退職 (昭34.3.31)
岡田長保 :副 手に採用 (昭34.4.1)
榎本貴志雛 :副手に採用 (昭35.2.16)
〔第3部〕
教授 内藤IlS- :アメリカ合衆国,カナダ.連合王国,フランス及びスイスの各国-出張 (昭35.1.23-35.4.
22)
副手渡辺林造 :退職 (昭34.3.31)
介補 恒村俊郎 :退職 (昭34･3･31)
吉原宣方,中井準 :副手に採用 (昭34.4.1)
山下宙二郎 :介補に採用 (昭34.4.1)




教授 長石忠三 :アメリカ合衆国へ甘脹 (昭34.8.28-35.8.27)
助手 佐川弥之助 :講師に昇任 (昭34.6.16二)
渡辺煤 :講師 (非常数)に採用 (昭34.ll.1)




副手 林次郎 :矢場次郎 と改姓 (昭34,4.6)
研修許可 :馬渡誠 (昭34.6.1)
研修修了 :野田文男 (昭34.8.31),柳原正典 (昭34.9.30)
〔第5部]
助手 大島駿作 :助教授に昇任(昭34.6.16)
助教授 大島駿作 :アメリカ合衆国へJIlNI張 (昭34.8.20-35.8.19)
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技術員 大槻実 :文部技官に任官 (昭34.10.1)






技術員 和久田悦子 :文部技官に任官 (昭34.9.1)
介補 中村加代子 :退職 (昭34.3.31),副手に採用 (昭34.4.1)
神田桂子 :副手に採用 (昭34.7.16)
〔部 外コ
教授 永井秀夫 :アメリカ合衆国及びカナダへ山張 (昭34.7･1-34･10131)
教授 山本俊平 :中華民国-出張 (昭34.ll.19-34.12.6)
〔事務部〕
事務官 伊佐憲治 :工学部より経理掛長- (昭34.4.1)
庶務掛長 宮崎又治 :医学部庶務掛長に配置換(昭35･1･16)
経理掛長 伊佐憲治 :庶務部庶務課学務掛長に昇任 (昭35･1･16)
事務官 尾上代蔵 :医学部附属病院管理課より庶務掛長に昇任 (昭35.1.16)
事務官 西村利雄 :医学部より経理掛長に昇任 (昭35･1･16)
事務官 近藤信太郎 :工学部-配置換 (昭34.10.1)




主任看護婦 安井八重子 :看護婦長を命ず (昭35.1.16)
技官 信重安子 :主任看護婦を命ず (昭34.12.1)
技術員 古府静江,信重安子,西川澄子,岩永千代子,高市政子:文部技官に任官 (昭34.9.1)
技術員 八木充子 :文部技官に任官 (昭34.10.1)
学 位 授 与
林 義春 (元第4部):肺区域の選択的造影法とその応用 (昭34.3.3)
伊藤 義昭 (第 7部):抗結核剤による結核菌 (ミコバクテリウム)の形態,発育様式の変化に関する研究
(昭34.3.6)
伊藤 篤 (元第3部):各種抗結核剤の試験管内結核菌発育阻止カに及ぼす培地 pH の影響(昭34.3.6).
江見 勇 (元第1部):イソニコチン酸ヒドラジッドに関する基礎的研究 (昭34.3.6)
田井 保良 (元第3部):-化繊工場に於ける肺結核の動態 (昭34.3.28)
伊藤 薫 (元第5部):宿主体液と結核菌との関係に就いての実験的研究 (昭34.3.28)
中村 健 (第 4部):臨床的肺機能検査法の体系化に関する研究 (昭34.4.22)
大島 駿作 (第 5部):人尿に於ける抗結核菌性因子の研究 (昭34.5.12)
小原 幸信 (第 2部):充実空洞の研究(昭34.5.12)
蓑谷健比古 (元第3都)
楠目 博 (元第4部)
岡田 慶夫 (第 4部)
市谷 辿堆 (元第4部)
仲武 敏 (元第4部)















吉村 百助 (元第3部):INH に対する併用剤としての Sulfisoxazol並に Pyazinamideの試験管内効果
の検討 (昭34.7.29)
川田 義男 (第 1部):イソニコチン酸ヒドラジッドおよびその誘導体の副作用に関する研究 (昭34.7･29)
熊代 朗子 (第 5 部):StudiesontheSusceptibilityofRatstoVariousStrainsofMycobacteria
(昭34.7.29)









EBFF] 膏 (/罪-4部):肺結核患者に於ける炭酸ガス蓄和 こ関する病態生理学的研究 (昭34･9･18)
山田 修 (第 7部):ミコバクテリウムの特殊な抵抗性とそれが薬剤耐件獲得に際して演ずる役割について
(昭34.10.9)
岡田 博 (第 7部):流動パラフィン加給核加熱死菌ワクチンによる感作免疫機序の検討 (昭34･10･9)
平野 政夫 (元第4部):手術適応なる観点からみた重症肺結核患者の心肺機能に関する研究 (昭34･10･9)
吉田 誠 (元第4部):結核性肺病兄に於けるカルシユ-ム塩の沈着機序に関する研究(昭34.1019)
神尾 彰 (元第3部):各種結核化学療法剤の他剤耐性菌に対する静菌作用 (昭34･10･9)
間武 雄 (元第2部):結核性濃胸の保存的療法の研究 (昭34.10.9)
伊藤 澄子 (元第5部):Chamebrた厨こよる各種抗結核剤の検討 (昭34･10.9)








水谷 昭 (第 6部)
近藤 辿夫 (第 3部)














































及びC 14標識 IHMSを追跡子とする検討 (昭34.12.16)
富田 守中 (元第 3部):結核の病巣反応発現の機作に関する実験的検討 (昭34.12.16)
久保 敏男 (元第 3部):Ⅰ.N.A.H.とサルファ剤との併用効果に関する動物実験 (昭34.12.16)
井本 伍平 (第 3部):血液培地による結核菌のスライ ド培養法の考案並びにその応用 (昭34.12.10)
恒村 俊郎 (元第3部):結核新化学治療剤投与時の血中静菌力の消長 (昭34.12.19)
由本 伸 (第 2 部):肺における結核性病変の形成とアレルギー (昭34.12.19)
鹿島 栄造 (元第4部):肺結核患者の換気機能に関する研究,特に換気機能に及ぼす肺結核外科的療法の影響
を中心として (昭34.12.24)
苗木 幸平 (元第4部):肺結核病巣の乾酪化並びに吸収廠痕に関する研究 (昭34.12.24)
岩下 弘一 (元第4部):肺内血液量に関する研究,特に胸部外科に於ける麻酔に関連して (昭34.12.24)
真鍋 貰 (元第4部):肺結核患者の呼吸機能に関する病態生理学的研究 (昭34.12.24)









6)辻 周介 :結核免疫の本態に関する二 ･三の知見
7)水谷 昭 :凍結乾燥パラフィン包埋装置及びクリオスタッ トについて
8)上坂 一郎 :結核研究の立場から見たノカルディア
〔討 議〕










(第78Lu])(昭34.12.3)山崎昇,吉田誠 :腰原線維に対する蛋白分解酵素の影響,医学部 浜島喜博 :蛮光抗
体による抗元抗体反応の細胞化学的研究
(第79回)(昭35.1.21)医学部 野手信也 :結核症と副腎皮質ホルモン, 中外製薬 (学術映画)結核菌と化学
薬剤
◇外国人学者の来訪
パ リ,ローザンヌ両大学教授 ポ-ル,オ--デエロア (昭24.10.19-34.10.22)
ブラジル衛生省結核部伝染病課長 アントニオ ･ロドリゲス 用召35.1.12-35.1.13)
ブラジル衛生省結核部研究室長 マノエル ･テキセーラ (昭35.1.12-35.1.13)
